
平成３１年度当初予算知事審査における主要な議論（都市整備部） 

 

 

■ 公共事業（B1、B2） 

知  事 （区画整理について）本県の全体計画を踏まえて、県がイニシアチブを発

揮することはできるのか。 

担当部局 この事業は都市計画道路整備に補助するものであり、都市計画道路の決定

の段階で既に県の方針を反映させている。 

知  事 （公園について）樹木等は寄付してもらうなど基盤整備以外の部分もしっ

かり進めてもらいたい。樹木等の提供は個人にとっても学校等にとっても

良い記念になる。 

 

■ まち並み景観形成先導モデル事業（B11） 

知  事 外観修景補助の対象とする建物は商店を想定しているのか。 

担当部局 商店に限定してはいない。 

知  事 「誇りに思える」まち並み景観の創出を目指すというが、そこで営みを行

っている人の息づかいがないと誇りとは思えない。そのためには民家だけ

でなく商店も巻き込むことが必要。 

担当部局 モデル区間選考に当たり公募を行うのでその点もしっかり検討していき

たい。 

 

■ 公園等建設費（B13） 

知  事 （キリン舎整備について）屋内に入ればガラス越しにキリンを見ることが

できるが、公園に入ってすぐに建物しか見えないのはいかがなものか。動

線を踏まえた展示方法をよく検討する必要がある。 

担当部局 整備に先駆け、有識者も交えて展示方法をよく検討していきたい。 

知  事 公園整備全体のあり方について、経費を１/２にする、利用者を２倍にす

るなど、１/２、２倍を目標に置くことで、より画期的なアイデアを目指

してほしい。 

 

■ 高齢者いきいき住宅整備事業（B103） 

知  事 高齢単身者向け住宅整備について、県が最低の条件を設定して、民間事業

者に企画公募する方法なども検討できないか。 

担当部局 現時点では公営住宅法の枠組みの中でやろうとしている。 

知  事 住宅整備について、別枠で民間事業者に企画提案してもらい、県の案と比

較してみてもいい。そういった新しい考え方を検討してほしい。 



市街地整備課・公園スタジアム課

内線: (単位：千円)

　　 平成３１年度予算見積調書 課室名:

担当名:

社会資本整備総合交付金（区画整理）事業費
社会資本整備総合交付金（公園）事業費

番号 事業名 会計 款 項 目 説明事業

B1～
B2

公共事業（都市整備部） 一般会
計

土木費 都市計
画費

土地区画整理費、
公園費

事 業
期 間

根 拠
法 令

土地区画整理法、都市公園法等 宣言項目

分野施策

予算額

１　事業概要
　
　　（１）土地区画整理事業　　 　746,927千円

　　（２）公園事業　　       　  601,497千円

５　事業説明

（主な取組）
　　ア　土地区画整理事業　　　　　　　　　　  746,927千円
　　　　　　健全な市街地の形成と良好な宅地の供給を図るため、県内土地区画整理組合に補助
　　　　　　（平成31年度　5地区）
　　イ　公園事業　　　　　　　　　      　　  601,497千円
　　　　　　公園の新規供用に向けた施設整備を実施
　　　　　　（さきたま古墳公園、権現堂公園）
　　　　　　公園施設長寿命化計画に基づく施設改修等を実施
　　　　　　（戸田公園、加須はなさき公園）
　　　　　　広域的地域活性化基盤整備計画に基づき施設の改築を実施
　　　　　　（秩父ミューズパーク）

２　事業主体及び負担区分
（１）　(国1/2　県1/4　市1/4)　事業者0
（２）　(国1/2　県1/2)　等

３　地方財政措置の状況
　公共事業等債
　充当率　90％　（通常分50％　財対分40％）
　交付税措置　財対分　50％

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員
 9,500千円×8.4人＝79,800千円

財　　源　　内　　訳

- 都市整備部・B1,B2 -

1,386

1,474

一般財源

△ 261,473

前年との
対比

184,478 525,000

前年額

決定額

1,609,897

1,348,424

分担金
及び負担金

586,000817,878

637,468

国庫支出金

204,629

諸 収 入

4

4

県　債

746,927 912,529 △ 165,602 ( △ 18.1 % )

746,927 912,529 △ 165,602 ( △ 18.1 % )

601,497 697,368 △ 95,871 ( △ 13.7 % )

601,497 697,368 △ 95,871 ( △ 13.7 % )

1,348,424 1,609,897 △ 261,473 ( △ 16.2 % )

1,348,424 1,609,897 △ 261,473 ( △ 16.2 % )

合 計

国 庫 補 助

区 画

国 庫 補 助

公 園

国 庫 補 助

（単位　千円）

区 分
平成31年度
要求額
（Ａ）

平成30年度
当初予算額
（Ｂ）

対前年度比較（Ａ－Ｂ）

増減額 ( 伸び率 )

746,927 912,529 △ 165,602 ( △ 18.1 % )

746,927 912,529 △ 165,602 ( △ 18.1 % )

601,497 697,368 △ 95,871 ( △ 13.7 % )

601,497 697,368 △ 95,871 ( △ 13.7 % )

1,348,424 1,609,897 △ 261,473 ( △ 16.2 % )

1,348,424 1,609,897 △ 261,473 ( △ 16.2 % )

合 計

国 庫 補 助

区 画

国 庫 補 助

公 園

国 庫 補 助

（単位　千円）

区 分
平成31年度
要求額
（Ａ）

平成30年度
当初予算額
（Ｂ）

対前年度比較（Ａ－Ｂ）

増減額 ( 伸び率 )



予算額

― 都市整備部 B11 ―

財　　源　　内　　訳
一般財源

前年額

決定額 14,206

前年との
対比

14,206 14,206

0

(単位：千円)

0

２　事業主体及び負担区分

061352
事 業
期 間

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員
　9,500千円×1.0人＝9,500千円

３　地方財政措置の状況
なし

11

（１）事業内容
　　ア　まち並み景観形成先導モデル事業　14,206千円
　　　(ｱ)　建物所有者等が行う外観修景整備に対する補助を実施　　　 　　　　　　　　　10,000千円
　　　(ｲ)　市町村が策定する外観修景整備計画に対する補助を実施　　　　　　　　　　　　4,000千円
　　　(ｳ)　住民の意識醸成等を促進する勉強会等への講師派遣や補助事業実施に係る事務費　　206千円

（２）事業計画
　　ア　平成31年度～33年度
　　　(ｱ)　建物所有者等が行う外観修景整備に対する補助
　　　(ｲ)　市町村が策定する外観修景整備計画や効果を促進する取組、効果を波及させるための取組に対する補助
　　　(ｳ)　住民の意識醸成等を促進する勉強会等への講師派遣や補助事業実施に係る事務費

（３）事業効果
　　ア　観光入込客数の増加や地域住民の地元への愛着心の向上による地域活性化、にぎわいの創出
　　イ　まち並み景観づくりに係る知見の蓄積、他市町村への波及によるまち並み景観づくりの促進

５　事業説明１　事業概要
　地域の核となる景観拠点を創出することで、地域活性
化や観光入込客数の増加、地域住民の景観への理解や意
識の醸成を図り、景観形成を加速する。このため、まち
並み景観づくりに先導的に取り組むモデル区間を定め、
来訪者にとっては「訪れてみたい」、地域の住民にとっ
ては「参加したい、つくってみたい」と思うような景観
を整備する。
　また、モデル区間でのまち並み景観づくりに係る知見
を蓄積し、他市町村へ波及することで、まち並み景観づ
くりを促進する。

（１）まち並み景観形成先導モデル事業　14,206千円

（１）(ｱ)(ｲ)（県1/2・市町村1/2）等
　　　(ｳ)（県10/10）

内線:

平成31年度～
平成33年度

都市計画総務
費

番号 事業名 会計 款 項
都市計
画費

まち並み景観形成先導モデル事業 一般会
計

土木費
B11

説明事業
景観行政推進事業費

目

快適で魅力あふれるまちづくり
オリンピック・パラリンピックなどを契機とした地域の活性化なし 宣言項目根 拠

法 令 分野施策

担当名:
課室名:平成31年度予算見積調書 田園都市づくり課

景観・屋外広告物担当
5366



公園スタジアム課
公園計画・事業担当
内線　5399 (単位：千円)

80,000

県　債

課室名
担当名

財　　源　　内　　訳

１　事業の概要
　地域の特色を活かしながら県民のニーズに対応した公
園整備を進めるとともに、誰もが安全で快適に利用でき
る公園施設の充実を図る。

（１）特徴際立つ公園整備（こども動物自然公園）
                           　　　80,000千円

５　事業説明
（１）事業内容
　　　　こども動物自然公園キリン舎において、キリンの生態を活かした施設づくりを行い、来園者の満足度向上を
　　　図る。

（２）事業計画
　　　　キリン舎の整備（１棟新築）
　　　　　総事業費 430,000千円（Ｈ31：80,000千円、Ｈ32（債務負担行為）：350,000千円）
　　　　　　　・飼育舎に国内にはないガラス越しの屋内展示施設を併設
　　　　    　・キリンが間近に見られ、餌やり体験も可能な観察ステージ

（３）事業効果
　　　　コアラ、ペンギンに並んで本動物園を代表するキリンの展示を一新し、本園の新たな目玉施設とすることで
　　　来園者の増加を図る。

（４）県民・民間活力、職員のマンパワーの活用、他団体との連携状況
　　　　新キリン舎整備においては、目玉事業であることを生かし、企業ＰＲにもなる取組を行うなど、民間からの
　　　寄付等の協力がいただけるよう進める。
　　　　また、動物園の専門家からの意見を取り入れた設計とする等、全国を代表する施設内容とする。

２　事業主体及び負担区分
　　（県10/10）

決定額

0

80,000

- 都市整備部・B13 -

0

0

一般財源

80,000

前年との
対比

予算額

前年額

３　地方財政措置の状況
　なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員
　　9,500千円×1人＝9,500千円

事 業
期 間

平成31年度～
平成32年度

根 拠
法 令

都市計画法、都市公園法 宣言項目 04　　　地域をつなぐ社会基盤の整備

分野施策 051246　みどりの保全と再生

説明事業

B13
公園等建設費（特徴際立つ公園整備（こども動物自然公園））
公園等建設費（債務負担行為）

一般会
計

土木費 都市計
画費

公園費

　　 平成３１年度予算見積調書

公園等施設整備費

番号 事業名 会計 款 項 目



担当名:
課室名:平成31年度予算見積調書 住宅課

住宅経営
5569

B103

説明事業
高齢単身者モデル住宅整備事業費

目

地域で高齢者が安心して暮らせる社会づくり
健康・医療・介護の安心確保なし 宣言項目根 拠

法 令 分野施策

事業名 会計 款 項
住宅建
設費

高齢者いきいき住宅整備事業 県営住
宅事業
特別会

住宅事
業費

（１）事業内容

　　ア　高齢者が交流する機会づくり
　　　　・高齢者カフェ（集会所改修）　　　　　　　　　　　　　　　　　　２団地
　　　　・市民農園の設置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２団地
　　　　・買物弱者支援（移動スーパーの提供により交流する機会をつくる）　２団地
　　イ　高齢者が交流しやすい住宅の検討
　　　　・専門家の意見を踏まえ、高齢単身住宅について検討

（２）事業計画

　　平成31年度　高齢者が交流する機会づくり試行、検証
　　　　　　　　高齢者が交流しやすいモデル住宅の検討
　　平成32年度　モデル住宅の設計
　　平成33年度　モデル住宅の工事着手
　　平成34年度　モデル住宅の完成

（３）事業効果

　　ア　高齢者の引きこもりの防止
　　イ　入居者同士のふれあいによる高齢者の健康維持

５　事業説明１　事業概要
　本県では、一人暮らしの高齢者が増加し、一般世帯の
約１割を占める状況である。そこで、高齢単身者が低廉
でいきいき暮らせる住宅の検討を行う。

(1),(3)（県10/10）
  (2)  （県55/100、国45/100）

内線:

平成31年度～
平成34年度

住宅建設費
番号

２　事業主体及び負担区分

010205
事 業
期 間

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員
9,500千円/人×1人＝9,500千円

３　地方財政措置の状況
なし

02

10,223

0

(単位：千円)

前年との
対比国庫支出金 繰 入 金

13,440

予算額

― 都市整備部 B103 ―

財　　源　　内　　訳

前年額

決定額 13,440 3,217


